
登下校にバスを利用したい

が、ちょうどよい時間帯に

運行していない

高齢者

子育て層

学生

送迎をしないといけないの

で自由な時間がない

もっと外出したいが、

体力・安全面が不安

「みんなの幸せ（Well-Being）につながる地域交通」
公共交通サービスは住民の皆さんの買い物・通院・通勤通学・おでかけなど、日々の生活を支えるものです。

単なる移動手段に閉じず、その先の移動目的・生活全体まで幅広く視野に入れて、多気町の地域公共交通計画を下記のように進めます。
（対象区域：多気町全域、期間：令和7年度～令和12年度）
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施策の検討→実施→評価→改善・見直しを行い、PDCAを回すことで、

計画の推進を図ります。

公共交通サービスの現状

■でん多・町営バスの年間のべ利用者数
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■高齢者等向けサービスの年度ごとの月平均のべ利用者数

でん多の利用者数は増加し、

町営バスの利用者数は減少しています。
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高齢者等福祉移送サービス事業 高齢者等生活支援サービス事業

高齢者向けサービスは利用者が年々増加し、

ドライバー不足が進んできています。

■町内在住者の利用交通手段別通勤者・通学者数

住民の生活・移動の現状

■年齢層ごとの町民の困りごと

自家用車

75%

鉄道・電車

7%

自転車

6%

徒歩のみ

5%

登下校にバスを利用したい

が、ちょうどよい時間帯に

運行していない

高齢者

子育て層

学生

通勤や子どもの送迎などで

自由な時間がない

もっと外出したいが、

体力・安全面が不安

75%の町民が自家用車で

通勤・通学を行っています。

公共交通サービスの利便性向上 外出・公共交通サービスの利用促進
将来に向けた公共交通サービス・

住民の生活習慣の基盤づくり

① デマンドタクシーでの移動補完

② 公共交通サービスの利用窓口共通化

③ 利用意向を踏まえた

公共交通サービスの運行

➃ 他市町と連携した

公共交通サービスの提供

⑤ 公共交通サービスの周知の徹底

⑥ 外出促進による需要喚起

⑦ 未来を見据えたモビリティサービスを

活用できる習慣づくり

高齢者向けのおでかけイベント 自動運転バス明和町とのデマンド交通連携 共助移動 せいわごん

➀供給が効率的になされていない ②需要と供給のミスマッチ
③需要が少ない

（顕在化していない）

でん多の使い方が

わからない

車で移動できるので

必要性を感じない

町外まで移動できる

サービスがない

サービスがばらばらで

わかりにくい

バス停まで

遠すぎる

公共交通サービスを使って

おでかけしてみてください！

町営バス

自動運転バス

高齢者等

福祉移送サービス

高齢者等

生活支援サービス

でん多

共助移動

多気町にはさまざまな

公共交通サービスがあります

公共交通をとりまく現状1

課題（住民から見た公共交通サービスへの不満等）2

基本方針と解決策3

計画の推進4

多気町地域公共交通計画【概要版】


